
　

コロナ禍の中でも、安心して暮らし続けられる
まちづくりが、上京のまちでは行われています。
今回の上京区社協ニュースでは、
ボランティアグループ・医療機関・地域の方がつながりながら
コロナ禍に立ち向かう姿をお届けします。

「一人ひとりができることをして、お互いに支えあう」
「みんなで顔の見える関係になる」
「誰もが感染する可能性があるから、みんなで乗り越える」
みなさんのお話から、コロナ禍後の上京のまちが見えてきました。

今、堀川病院の医師・看護師・ケ
アワーカーが使用するガウンづく
りを行っています。昨年 10 月ま
では月6回、以降は月1回集まり、
1 日 100 枚ずつつくっています。
当初は病院職員さんだけでつくっ
ていたそうです。それだけでは大
変、と、ゴールデンウィークの頃
から私たちもつくり始めました。
当時はステイホーム期間だったの
で、同意した友愛会メンバーに材
料を届けて、自宅でつくってもら
いました。

ガウンづくり以前は、地域の方か
ら古布を提供していただいて、病
院で患者さんの体をふくときに使
う清拭をつくっていました。
みなさんボランティアなので、強
制しないように・頑張りすぎな
いようにと声をかけあい、どんな
こともみんなで話し合って決めま
す。それが、堀川友愛会の自信に
なっています。

「困った時はお互い様」です。こ
れからも一人ひとりができること
をして、お互いに支えあっていき
たいです。

医療従事者が使うガウンづくりをしています
―ボランティアグループ「堀川友愛会」のみなさん

      あなたと一緒に考えたい、コロナ禍後の上京のまちづくり !
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♥ 好 き ♥

今年度の上京区社協ニュースでは、
コロナ禍における区内の動きをお
伝えします。また、反対側の面に
は、学区内の動きをお伝えする学
区ニュースを掲載しています。

上林会長の
手紙

上京区社協
会長　上林 研二

見やすい

ユニバーサルデザインフォントを

採用しています。

社会福祉法人

京都市上京区社会福祉協議会

私たちは持続可能な開発目標を支援しています。

昨年4月10日以降の50日間で、
患者様 20 名と職員 10 名が新型
コロナウイルス感染症に感染しま
した。
当初は、苦情を多数いただきまし
た。職員の中には、「報道を見る
のが怖くなった」と言う者も少な
くありませんでした。
一方で、その何十倍もの応援の声
を地域の方などからいただきまし
た。そうしたメッセージは院内に
掲示し、職員に「応援してくれて
いる人たちがたくさんいるよ」と

伝え続けました。
コロナ禍の前から、わたしたちが
地域のためにできることはないか
を常に考えていましたが、わたし
たちが地域の方に支えていただい
ていたのだと、強く感じました。
また、かつて地域の方と行ってい
た盆踊りのような取組みを通し
て、みんなで顔の見える関係にな
れたらいいなと再認識させられま
した。コロナ禍が落ち着いたら、
地域の方と一緒に何が出来るか考
えたいと思います。

地域の方から応援メッセージをいただきました
―社会医療法人 西陣健康会 堀川病院
    理事 事務長　 山田 正明 さん

医療の現場では感染しない・感染
を広げない対策を丁寧に行ってい
ます。高齢の方や持病を持ってお
られる方など、新型コロナウイル
ス感染症に感染すると大きな影響
が出る方と接する機会が多いから
です。検温・手指消毒・3 密対策
の徹底や、エレベーターのボタン
を指の第二関節で押すなどの「共
用部分に触れる面積を小さくす
る」取り組みも行っています。
冬の間、換気についてお悩みの方
もいらっしゃると思います。普段

過ごさない部屋の窓を開けるな
ど、出来る範囲で取り組むことが
大切だと思います。また、少しで
も「体調が悪いな」と感じたら、
すぐにかかりつけ医にご相談いた
だけたらと思います。
感染者が増えた今、誰もが感染す
る可能性があります。そこで今回、
上京区社協さんがまちづくり活動
の担い手の方向けに行った感染予
防講座の講師を務めさせていただ
きました。コロナ禍を、みんなで
乗り越えていきたいですね。

感染予防講座の講師を務めさせていただきました
―社会福祉法人 京都社会事業財団 西陣病院
    感染制御看護師　 伊藤 良子 さん

◀山田 正明さん

伊藤 良子さん▶

堀川友愛会のみなさん▼

ガウンの材料はごみ袋。
友愛会メンバーがパー
ツごとに手分けしてつ
くっています。

昨 年 11/13・11/20 に
開催した講座では、オ
ンラインでも参加でき
る仕組みを導入しまし
た。

応援の声は手紙・メー
ル・Fax 等様々な形で
寄せられました。また、
そうした動きはマスコ
ミでも紹介されました。

現在、来院される方へ
の検温・手指消毒をは
じめとする感染予防の
     取組みを、徹底して
         実施しています。

　「困難を乗り越える上京のまちづくり」　上京のまちには、公営・民営の高度医療機関、そして

　多くのかかりつけ医がおられ、わたしたちの暮らしに安心をもたらしておられます。コロナ禍初期、

　医療機関への非難が全国的な問題になりましたが、上京のまちではボランティアグループ・医療機関・

    地域の方が手を携えながら乗り越えようとする姿がありました。私は上京区民の良識を感じています。


